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(57)【要約】
【課題】入浴者の健康状態に合わせた入浴方法をアドバ
イスすることが可能な入浴方法アドバイス方法および入
浴方法アドバイスシステムを提供することを目的とする
。
【解決手段】入浴者Ａの年齢や血圧、体温等の生体情報
データをアドバイスモニタ１に入力し（Ｓ１）、このア
ドバイスモニタ１によって、入力された生体情報データ
と、浴室および脱衣室を含む住宅内の温度や湿度等の入
浴環境情報とに基づいて、通常入浴・半身浴・足湯のい
ずれか一つの入浴方法を選択し（Ｓ２～Ｓ３）、選択さ
れた入浴方法を入浴者Ａに対して報知する（Ｓ４，Ｓ５
，Ｓ６）。これにより、入浴を希望する住人の生体情報
を考慮し、健康状態に合わせた入浴方法をアドバイスで
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入浴者の年齢や血圧、体温等の生体情報データをアドバイスモニタに入力し、
　このアドバイスモニタによって、入力された生体情報データと、浴室および脱衣室を含
む住宅内の温度や湿度等の入浴環境情報とに基づいて、通常入浴・半身浴・足湯のいずれ
か一つの入浴方法を選択し、選択された入浴方法を入浴者に対して報知することを特徴と
する入浴方法アドバイス方法。
【請求項２】
　入浴者の身体に装着された生体センサによって入浴者の生体情報を検出するとともに、
この検出結果を生体情報データとして、前記アドバイスモニタに送信して入力することを
特徴とする請求項１に記載の入浴方法アドバイス方法。
【請求項３】
　アドバイスモニタによって、アドバイスモニタに格納された入浴者の入浴履歴データを
考慮して所定期間以上の入浴がないと判断された場合に、アドバイスモニタによって通常
入浴の入浴方法を選択することを特徴とする請求項１または２に記載の入浴方法アドバイ
ス方法。
【請求項４】
　アドバイスモニタによって入浴者が入浴後に滞在するスペースの温度を調整することを
特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の入浴方法アドバイス方法。
【請求項５】
　生体情報データに組み込まれた入浴者を識別するＩＤデータに基づいて、入浴者ごとの
個人データを記憶することを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の入浴方法ア
ドバイス方法。
【請求項６】
　湯はり前に複数の入浴者の入浴方法を選択しておき、
　アドバイスモニタによって、浴槽に供給される湯量の多い入浴方法の順に、複数の入浴
者の入浴順を決定し、この入浴順に従って入浴者を案内することを特徴とする請求項１～
５のいずれか一項に記載の入浴方法アドバイス方法。
【請求項７】
　湯はり前に複数の入浴者の入浴方法を選択しておき、
　アドバイスモニタによって、浴槽に供給される湯量の少ない入浴方法の順に、複数の入
浴者の入浴順を決定し、この入浴順に従って入浴者を案内することを特徴とする請求項１
～５のいずれか一項に記載の入浴方法アドバイス方法。
【請求項８】
　アドバイスモニタによって、足湯での入浴方法が選択された際の湯温を、通常入浴での
入浴方法が選択された際の湯温よりも高くなるように調整することを特徴とする請求項１
～７のいずれか一項に記載の入浴方法アドバイス方法。
【請求項９】
　浴槽内のお湯の水位が設定値以下の場合に、アドバイスモニタによって浴室温度を高く
するように調整することを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の入浴方法アド
バイス方法。
【請求項１０】
　入浴者にとって最適な入浴方法のアドバイスを行う入浴方法アドバイスシステムであっ
て、
　入浴者の身体に装着されるとともに、入浴者の年齢や血圧、体温等を検出し、検出結果
を生体情報データとして送信する生体センサと、
　この生体センサから受信した生体情報データと、浴室および脱衣室を含む住宅内の温度
や湿度等の環境情報とに基づいて、通常入浴・半身浴・足湯のいずれか一つの入浴方法を
選択する入浴方法選択手段と、
　この入浴方法選択手段によって選択された入浴方法を入浴者に対して報知する報知手段
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とを備えていることを特徴とする入浴方法アドバイスシステム。
【請求項１１】
　給湯設備および空調設備に接続されるとともに、前記入浴方法選択手段によって選択さ
れた入浴方法に基づいて、入浴環境を形成する入浴環境形成手段を備えており、
　この入浴環境形成手段は、浴槽にお湯を供給するための湯はり設定プログラムと、浴室
の温度を調整するための浴室温度設定プログラムと、脱衣室の温度を調整するための脱衣
室温度設定プログラムとから構成されていることを特徴とする請求項１０に記載の入浴方
法アドバイスシステム。
【請求項１２】
　空調設備に接続されるとともに、前記入浴環境形成手段によって入浴環境が形成される
のに応じて、入浴者が入浴後に滞在する入浴後滞在スペースの温度を調整する入浴後滞在
スペース温度調整手段を備えていることを特徴とする請求項１１に記載の入浴方法アドバ
イスシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入浴者にとって最適な入浴方法のアドバイスを行う入浴方法アドバイス方法
および入浴方法アドバイスシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　入浴は、身体の清潔・心身のリフレッシュのために日常的に行われる行動であるが、近
年、入浴事故が多発する傾向にあることが報道されており、こうした入浴事故の大きな原
因の１つとして、例えばヒートショック現象に起因する急激な血圧の変化が挙げられてい
る。特に、高齢者や高血圧症患者は入浴の際にこのような身体的負担を受けやすい。
　そこで、入浴事故を予防するため、例えば特許文献１に記載のように、浴槽の湯温と浴
室の室温の温度差に基づいて入浴事故に関するリスク情報（リスク値）やアドバイス情報
を報知する技術が知られている。このような技術によれば、浴槽の湯温と浴室の室温との
温度差が大きく入浴事故のリスクが高い時に、入浴を希望する住人に対して半身浴を勧め
たり、入浴自体を禁止するよう勧めたりすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２２５１７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、浴槽の湯温と浴室の室温との温度差を入浴事故のリスクの基準にしてしまう
と、例えば冬場などのように温度差が大きくリスク値が高い日が続くような場合、入浴を
希望する住人の健康状態が極めて良好だったとしても、全く入浴できない場合が考えられ
る。そこで、入浴を希望する住人の生体情報を考慮し、入浴者の健康状態に合わせた入浴
方法をアドバイスできるような技術の開発が望まれていた。
　また、入浴者の健康状態に合わせた入浴方法を決めるには、アドバイスされる入浴方法
が、通常入浴と半身浴だけでは選択肢が少ないという不満がある。
【０００５】
　本発明の課題は、入浴者の健康状態に合わせた入浴方法をアドバイスすることが可能な
入浴方法アドバイス方法および入浴方法アドバイスシステムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、例えば図１～図５に示すように、入浴者Ａにとって最適な入
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浴方法のアドバイスを行う方法であって、
　入浴者Ａの年齢や血圧、体温等の生体情報データをアドバイスモニタ１に入力し（Ｓ１
）、
　このアドバイスモニタ１によって、入力された生体情報データと、浴室および脱衣室を
含む住宅内の温度や湿度等の入浴環境情報とに基づいて、通常入浴・半身浴・足湯のいず
れか一つの入浴方法を選択し（Ｓ２～Ｓ３）、選択された入浴方法を入浴者Ａに対して報
知する（Ｓ４，Ｓ５，Ｓ６）ことを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、前記アドバイスモニタ１によって、入力された生体情
報データと、浴室および脱衣室を含む住宅内の温度や湿度等の入浴環境情報とに基づいて
、通常入浴・半身浴・足湯のいずれか一つの入浴方法を選択し、選択された入浴方法を入
浴者Ａに対して報知するので、従来とは異なり、入浴を希望する住人の生体情報を考慮し
、健康状態に合わせた入浴方法をアドバイスできる。これによって、身体の清潔・心身の
リフレッシュのための入浴を日常的に、かつ健康状態に合わせて安全に行うことができる
ので、入浴者Ａの健康状態の維持・向上に寄与することができる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、例えば図１および図３に示すように、請求項１に記載の入浴
方法アドバイス方法において、入浴者Ａの身体に装着された生体センサ２によって入浴者
Ａの生体情報を検出するとともに、この検出結果を生体情報データとして、前記アドバイ
スモニタ１に送信して入力することを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、入浴者Ａの身体に装着された生体センサ２によって入
浴者Ａの生体情報を検出することから、この生体センサ２によって継続的に入浴者Ａの生
体情報を検出することができるので、データの信頼性を向上させることができる。
　また、この生体センサ２による検出結果を生体情報データとして、前記アドバイスモニ
タ１に送信して入力することによって、入浴者Ａ自身がデータをアドバイスモニタ１に直
接入力する手間を省くことができるとともに、データの入力ミスを防ぐことができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、例えば図１～図４に示すように、請求項１または２に記載の
入浴方法アドバイス方法において、アドバイスモニタ１によって、アドバイスモニタ１に
格納された入浴者Ａの入浴履歴データ３２を考慮して所定期間以上の入浴がないと判断さ
れた場合に、アドバイスモニタ１によって通常入浴の入浴方法を選択する（Ｓ２～Ｓ４）
ことを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、入浴履歴データ３２を考慮して所定期間以上の入浴が
ないと判断された場合に、アドバイスモニタ１によって通常入浴の入浴方法を選択するの
で、入浴しない日が続くことを防ぐことができ、入浴者Ａの身体を清潔に保つことができ
る。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、例えば図１および図３に示すように、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の入浴方法アドバイス方法において、アドバイスモニタ１によって入浴者Ａ
が入浴後に滞在するスペースの温度を調整する（Ｓ１３）ことを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に記載の発明によれば、入浴者Ａが入浴後に滞在するスペースの温度を調整す
るので、入浴者Ａが入浴後に湯冷めすることを防ぐことができる。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、例えば図３に示すように、請求項１～４のいずれか一項に記
載の入浴方法アドバイス方法において、生体情報データに組み込まれた入浴者Ａを識別す
るＩＤデータ２ａに基づいて、入浴者Ａごとの個人データを記憶することを特徴とする。
【００１５】
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　請求項５に記載の発明によれば、生体情報データに組み込まれた入浴者Ａを識別するＩ
Ｄデータ２ａに基づいて、入浴者Ａごとの個人データを記憶するので、入浴者Ａが複数で
あっても入浴者Ａごとに識別することができ、入浴者Ａごとの健康状態や入浴履歴を管理
することができる。
【００１６】
　請求項６に記載の発明は、例えば図１～図５に示すように、請求項１～５のいずれか一
項に記載の入浴方法アドバイス方法において、湯はり前に複数の入浴者Ａ…の入浴方法を
選択しておき、
　アドバイスモニタ１によって、浴槽３に供給される湯量の多い入浴方法の順に、複数の
入浴者Ａ…の入浴順を決定し、この入浴順に従って入浴者Ａを案内する（Ｓ１４，Ｓ１５
，Ｓ１６）ことを特徴とする。
【００１７】
　請求項６に記載の発明によれば、湯はり前に複数の入浴者Ａ…の入浴方法を選択してお
き、アドバイスモニタ１によって、浴槽３に供給される湯量の多い入浴方法の順に、複数
の入浴者Ａ…の入浴順を決定し、この入浴順に従って入浴者Ａを案内するので、徐々にお
湯の量を減らすことで複数の入浴者Ａ…に対応することができ、効率よくお湯を使用する
ことができる。
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、例えば図１～図５に示すように、請求項１～５のいずれか一
項に記載の入浴方法アドバイス方法において、湯はり前に複数の入浴者Ａ…の入浴方法を
選択しておき、
　アドバイスモニタ１によって、浴槽３に供給される湯量の少ない入浴方法の順に、複数
の入浴者Ａ…の入浴順を決定し、この入浴順に従って入浴者Ａを案内する（Ｓ１６，Ｓ１
５，Ｓ１４）ことを特徴とする。
【００１９】
　請求項７に記載の発明によれば、湯はり前に複数の入浴者Ａ…の入浴方法を選択してお
き、アドバイスモニタ１によって、浴槽３に供給される湯量の少ない入浴方法の順に、複
数の入浴者Ａ…の入浴順を決定し、この入浴順に従って入浴者Ａを案内するので、徐々に
お湯の量を増やすことで複数の入浴者Ａ…に対応することができ、効率よくお湯を使用す
ることができる。
【００２０】
　請求項８に記載の発明は、例えば図１～図５に示すように、請求項１～７のいずれか一
項に記載の入浴方法アドバイス方法において、アドバイスモニタ１によって、足湯での入
浴方法が選択された際の湯温を、通常入浴での入浴方法が選択された際の湯温よりも高く
なるように調整する（Ｓ１９ａ）ことを特徴とする。
【００２１】
　請求項８に記載の発明によれば、足湯での入浴方法が選択された際の湯温を、通常入浴
での入浴方法が選択された際の湯温よりも高くなるように調整するので、通常入浴および
半身浴の場合に比して湯量が少ない足湯用のお湯を冷めにくくし、保温効果を高めること
ができる。
【００２２】
　請求項９に記載の発明は、例えば図１～図５に示すように、請求項１～８のいずれか一
項に記載の入浴方法アドバイス方法において、浴槽３内のお湯の水位が設定値以下の場合
に、アドバイスモニタ１によって浴室温度を高くするように調整する（Ｓ１７ａ，Ｓ１８
ａ，Ｓ１９ａ）ことを特徴とする。
【００２３】
　請求項９に記載の発明によれば、浴槽３内のお湯の水位が設定値以下の場合に、浴室温
度を高くするように調整するので、水位が設定値以下で湯量が少ない状態の時に、浴槽３
内のお湯を冷めにくくし、保温効果を高めることができる。
【００２４】
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　請求項１０に記載の発明は、例えば図１～図５に示すように、入浴者Ａにとって最適な
入浴方法のアドバイスを行う入浴方法アドバイスシステムであって、
　入浴者Ａの身体に装着されるとともに、入浴者Ａの年齢や血圧、体温等を検出し、検出
結果を生体情報データとして送信する生体センサ２と、
　この生体センサ２から受信した生体情報データと、浴室および脱衣室を含む住宅内の温
度や湿度等の環境情報とに基づいて、通常入浴・半身浴・足湯のいずれか一つの入浴方法
を選択する入浴方法選択手段（例えば制御手段１０および入浴方法選択プログラム）と、
　この入浴方法選択手段によって選択された入浴方法を入浴者Ａに対して報知する報知手
段１２とを備えていることを特徴とする。
【００２５】
　請求項１０に記載の発明によれば、前記生体センサ２と、前記入浴方法選択手段と、前
記報知手段１２とによって、入浴を希望する住人の生体情報を考慮し、健康状態に合わせ
た入浴方法をアドバイスできる。これによって、身体の清潔・心身のリフレッシュのため
の入浴を日常的に、かつ健康状態に合わせて安全に行うことができるので、入浴者Ａの健
康状態の維持・向上に寄与することができる。
【００２６】
　請求項１１に記載の発明は、例えば図３および図４に示すように、請求項１０に記載の
入浴方法アドバイスシステムにおいて、給湯設備（例えば給湯器４）および空調設備（例
えば浴室暖房機５、脱衣室暖房機６）に接続されるとともに、前記入浴方法選択手段によ
って選択された入浴方法に基づいて、入浴環境を形成する入浴環境形成手段（例えば制御
手段１０および入浴環境形成プログラム２３）を備えており、
　この入浴環境形成手段は、浴槽３にお湯を供給するための湯はり設定プログラム２３ａ
と、浴室の温度を調整するための浴室温度設定プログラム２３ｂと、脱衣室の温度を調整
するための脱衣室温度設定プログラム２３ｃとから構成されていることを特徴とする。
【００２７】
　請求項１１に記載の発明によれば、前記湯はり設定プログラム２３ａに基づいて浴槽３
にお湯を供給することができ、前記浴室温度設定プログラム２３ｂに基づいて浴室の温度
を調整でき、前記脱衣室温度設定プログラム２３ｃに基づいて脱衣室の温度を調整できる
ので、選択された入浴方法に基づく入浴環境を確実に形成することができる。
【００２８】
　請求項１２に記載の発明は、例えば図３に示すように、請求項１１に記載の入浴方法ア
ドバイスシステムにおいて、空調設備（例えば入浴後滞在スペース用エアコン７）に接続
されるとともに、前記入浴環境形成手段によって入浴環境が形成されるのに応じて、入浴
者Ａが入浴後に滞在する入浴後滞在スペースの温度を調整する入浴後滞在スペース温度調
整手段（例えば制御手段１０および入浴後滞在スペース温度調整プログラム２４）を備え
ていることを特徴とする。
【００２９】
　請求項１２に記載の発明によれば、前記入浴後滞在スペース温度調整手段によって、入
浴者Ａが入浴後に滞在するスペースの温度を調整できるので、入浴者Ａが入浴後に湯冷め
することを防ぐことができる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、アドバイスモニタによって、入力された生体情報データと、浴室およ
び脱衣室を含む住宅内の温度や湿度等の入浴環境情報とに基づいて、通常入浴・半身浴・
足湯のいずれか一つの入浴方法を選択し、選択された入浴方法を入浴者に対して報知する
ので、入浴を希望する住人の生体情報を考慮し、健康状態に合わせた入浴方法をアドバイ
スできる。これによって、身体の清潔・心身のリフレッシュのための入浴を日常的に、か
つ健康状態に合わせて安全に行うことができるので、入浴者の健康状態の維持・向上に寄
与することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００３１】
【図１】本発明に係る入浴方法アドバイス方法の流れを説明する説明図である。
【図２】入浴環境形成方法の流れを説明する説明図である。
【図３】本発明に係る入浴方法アドバイスシステムの一例を示す構成図である。
【図４】入浴環境形成プログラムの一例を示す構成図である。
【図５】入浴環境調整プログラムの一例を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
　図１は本発明に係る入浴方法アドバイス方法の流れを説明する説明図であり、図２は入
浴環境形成方法の流れを説明する説明図であり、図３は本発明に係る入浴方法アドバイス
システムの一例を示す構成図である。
　図３において符号１は、アドバイスモニタを示す。このアドバイスモニタ１は、入浴を
希望する住人や入浴することが望まれる住人、すなわち入浴者Ａにとって最適な入浴方法
のアドバイスを行うためのものである。なお、このアドバイスモニタ１は、浴室の壁に取
り付けられるものとするが、取り付け位置はこれに限るものではなく、例えば脱衣室の壁
や他の部屋等でもよく、適宜変更可能である。
【００３３】
　また、入浴者Ａの身体には、入浴者Ａの年齢や血圧、体温等の生体情報を検出するとと
もに、この検出結果を生体情報データとしてアドバイスモニタ１に送信する生体センサ２
が装着されている。この生体センサ２は、入浴者Ａが入浴を希望する時だけでなく、１日
を通して入浴者Ａの生体情報を検出するものである。つまり、１日を通して継続的に入浴
者Ａの身体に装着されている。
　なお、この生体センサ２は、図示はしないが、入浴者Ａの血圧や体温、脈拍等の検出す
るための検出手段や、この検出手段による検出結果や入浴者Ａの性別・年齢等の個人を識
別するＩＤデータ２ａを始め、各種データおよびプログラムを記憶するための記憶手段や
、これら各種データやプログラムを実行するための制御手段、前記検出結果を生体情報デ
ータとして前記アドバイスモニタ１に送信して入力するための送信手段等を備えている。
　また、入浴者Ａを識別するための前記ＩＤデータ２ａは、生体情報データに組み込まれ
る形で、前記送信手段によってアドバイスモニタ１に送信されるようになっている。なお
、本実施の形態において、生体情報データの送信およびアドバイスモニタ１による受信は
無線で行われている。
【００３４】
　浴室には浴槽３が設置され、浴室の壁または天井には、浴室暖房機５と浴室内の温度や
湿度等を測定する環境測定手段５ａとが取り付けられ、前記浴槽３は、屋外に設置された
給湯器４と接続されている。そして、これら給湯器４と浴室暖房機５と環境測定手段５ａ
は、前記アドバイスモニタ１に接続されている。
　なお、前記浴槽３は、前記給湯器４によって湯はりや追炊きができるように設定されて
おり、図示しない自動排水栓によって開栓・閉栓できるように設定されている。
【００３５】
　また、前記給湯器４は、図示はしないが、給湯指令に応じて加熱され、浴槽３内にお湯
を供給する給湯用熱交換器や、追炊き指令に応じて浴槽３内のお湯を追炊きする追炊き用
熱交換器、浴槽３内の湯温を検出する湯温検出手段、浴槽３内のお湯の水位を検出する水
位検出手段、浴槽３と給湯器４との間でお湯を循環させるパイプ３ａを具備する循環手段
、各種データおよびプログラムを記憶するための記憶手段や、前記アドバイスモニタ１に
接続され、各種データやプログラムを実行するための制御手段等を備えている。
【００３６】
　浴室に隣接する脱衣室には脱衣室暖房機６と、脱衣室内の温度や湿度等を測定する環境
測定手段６ａとが設置され、これら脱衣室暖房機６と環境測定手段６ａは、前記アドバイ
スモニタ１に接続されている。
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【００３７】
　また、例えば居間や寝室等、入浴者Ａが入浴後に滞在するスペースには入浴後滞在スペ
ース用エアコン７と、入浴後滞在スペース内の温度や湿度等を測定する環境測定手段７ａ
とが設置され、これら入浴後滞在スペース用エアコン７と環境測定手段７ａは、前記アド
バイスモニタ１に接続されている。
　屋外には、気温や湿度等を測定する環境測定手段８が設置されており、この環境測定手
段８は、前記アドバイスモニタ１に接続されている。
【００３８】
　ここで、前記アドバイスモニタ１は、各種プログラムを記憶するプログラム記憶部２０
および各種データを記憶するデータ記憶部３０を有する記憶手段１２と、この記憶手段１
２に格納された各種データ・プログラムを実行したり、前記給湯器４や各空調設備５，６
，７等を含めたシステムの情報処理を行うための制御手段１１と、入浴者Ａに対して入浴
方法を報知したり、入浴者Ａに入浴の案内を行ったりするための報知手段１２と、前記生
体センサ２から生体情報データを受信する受信手段１３とを備えている。
【００３９】
　前記報知手段１２は、情報を文字や絵で伝達する情報表示モニタが採用されるものとす
るが、文字や絵だけでなく、スピーカーを備えることによって音でも情報を伝達できるよ
うにしてもよい。
　前記受信手段１３は、生体センサ２からの信号化されたデータを受信するものであるが
、アドバイスモニタ１と生体センサ２の双方向で送受信可能としてもよいものとする。こ
の時、生体センサ２に、アドバイスモニタ１から送られてきた情報を入浴者Ａに報知する
ための報知手段を設けるようにしてもよい。
【００４０】
　前記プログラム記憶部２０には、健康状態判定プログラム２１と、入浴方法選択プログ
ラム２２と、入浴環境形成プログラム２３と、入浴後滞在スペース温度調整プログラム２
４と、入浴者案内プログラム２５と、入浴環境調整プログラム２６が記憶されている。
　前記データ記憶部３０には、受信した入浴者Ａの生体情報データを蓄積した生体情報蓄
積データ３１と、入浴者Ａの入浴行動（入浴年月日・入浴方法等）を蓄積した入浴履歴デ
ータ３２と、入浴者Ａが入浴した日の浴室・脱衣室・屋外等の環境情報データ（温度・湿
度等）を蓄積した環境情報蓄積データ３３が記憶されている。
　また、前記各種プログラム２１，２２，２３，２４，２５，２６は、前記各種データ３
１，３２，３３を使用し、前記制御手段１１によって、報知手段１２や、給湯設備である
前記給湯器４、各空調設備５，６，７等を機能させるようにして実行される。
【００４１】
　前記健康状態判定プログラム２１は、受信した生体情報データから入浴者Ａの健康状態
を判定するためのものであり、入浴者Ａの健康状態が、「入浴可」であるか「入浴不可」
であるかを判定することができる。判定基準としては、予め医師や看護士から提示された
血圧等の各項の数値や、蓄積された各種データから導き出した入浴を可能と判断できる許
容値等が挙げられる。
　なお、健康状態の判定を行う際は、いずれか一つの基準値を採用してもよいし、これら
基準となる数値を全て加味し、総合的に判定してもよいものとする。
【００４２】
　前記入浴方法選択プログラム２２は、健康状態の判定結果「入浴可」である場合に、前
記生体情報データと、環境情報データとに基づいて、通常入浴・半身浴・足湯のいずれか
一つの入浴方法を選択し、選択された入浴方法を入浴者Ａに対して報知するためのもので
ある。
　すなわち、この入浴方法選択プログラム２２では、判定された入浴者Ａの生体情報が上
述のいずれの入浴方法に相応しいかを判定でき、その結果を前記報知手段１２によって報
知することができる。例えば、血圧の変動が平常時よりも激しかったり、体温が平常時よ
りも高かったりする場合には足湯の入浴方法を選択する。
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　なお、入浴方法の選択肢は、本実施の形態では通常入浴・半身浴・足湯の３種類である
が、例えば、入浴時間の長さを考慮した選択肢を加えるなどしてもよい。
【００４３】
　前記入浴環境形成プログラム２３は、前記入浴方法選択プログラム２２と連動し、選択
された入浴方法に基づいて入浴環境を形成するものである。
　また、この入浴環境形成プログラム２３は、図４に示すように、浴槽３にお湯を供給す
るための湯はり設定プログラム２３ａと、浴室の温度を調整するための浴室温度設定プロ
グラム２３ｂと、脱衣室の温度を調整するための脱衣室温度設定プログラム２３ｃとから
構成されている。
【００４４】
　湯はり設定プログラム２３ａは、浴槽３に湯はりするに際し、入浴方法が「通常入浴」
の場合に湯量を多くするとともに湯温を通常に設定し、入浴方法が「半身浴」の場合に湯
量を中量にするとともに湯温を通常に設定し、入浴方法が「足湯」の場合に湯量を少量に
するとともに湯温を高めに設定するためのプログラムである。
【００４５】
　浴室温度設定プログラム２３ｂは、浴室の温度を設定するに際し、前記浴室暖房機５を
稼動させて、入浴方法が「通常入浴」の場合に浴室温度を通常に設定し、入浴方法が「半
身浴」の場合に浴室温度を通常に設定し、入浴方法が「足湯」の場合に浴室温度を高めに
設定するためのプログラムである。
【００４６】
　脱衣室温度設定プログラム２３ｃは、脱衣室の温度を設定するに際し、前記脱衣室暖房
機６を稼動させて、脱衣室の温度が設定値以下であって脱衣室よりも浴室の方が温度が高
い場合に、脱衣室温度を高めに設定し、脱衣室の温度が設定値以下であって脱衣室よりも
浴室の方が温度が低い場合に、脱衣室温度を通常に設定するためのプログラムである。
　すなわち、例えば冬場などのように室内でも寒い場合には、脱衣室で脱衣する際になる
べく寒さを感じないように、かつ浴室と脱衣室との温度差をなるべく小さくできるように
設定されている。
　なお、脱衣室の温度が設定値以下であって脱衣室よりも浴室の方が温度が低い場合は、
浴室の温度設定を高めにしてもよいものとし、そのためのプログラムを用いるようにして
もよい。
【００４７】
　なお、湯はり設定プログラム２３ａ、浴室温度設定プログラム２３ｂ、脱衣室温度設定
プログラム２３ｃにおける「通常」とは、入浴者Ａが予め設定した値を示しており、この
通常値は、入浴者Ａの好みよりも、医師や看護士から提示される数値や、蓄積された各デ
ータから導き出した数値を反映して決定されている。また、「高」は「通常」よりも高い
状態を示しており、この数値も医師や看護士から提示される数値や、蓄積された各データ
から導き出した数値を反映して決定されている。
【００４８】
　また、湯量を設定する際の各設定「多」「中」「少」は、浴槽３の大きさによるため、
住宅ごとに出湯量の数値が異なる場合があるため、本実施の形態では水位を基に決定され
ているものとする。
　湯量「多」の設定は、平均的な体重の入浴者Ａが浴槽３に入っても溢れない水位である
ことが好ましい。湯量「中」の設定は、平均的な体重の入浴者Ａが浴槽３に入って半身浴
を行うことができる程度の水位であることが好ましい。湯量「少」の設定は、足湯を行う
ことができる程度の水位であることが好ましい。
【００４９】
　以上のように、前記湯はり設定プログラム２３ａに基づいて浴槽３にお湯を供給するこ
とができ、前記浴室温度設定プログラム２３ｂに基づいて浴室の温度を調整でき、前記脱
衣室温度設定プログラム２３ｃに基づいて脱衣室の温度を調整できるので、選択された入
浴方法に基づく入浴環境を確実に形成することができる。
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【００５０】
　入浴後滞在スペース温度調整プログラム２４は、前記入浴後滞在スペース用エアコン７
を稼動させ、入浴者Ａが入浴後に滞在する入浴後滞在スペースの温度を調整するためのプ
ログラムであり、前記入浴環境形成手段２３によって入浴環境が形成されるのに応じて実
行される。
　この入浴後滞在スペース温度調整プログラム２４を実行することによって、入浴者Ａが
入浴後に滞在するスペースの温度を調整できるので、入浴者Ａが入浴後に湯冷めすること
を防ぐことができるようになっている。
【００５１】
　入浴者案内プログラム２５は、入浴の準備が整ったことを前記報知手段１２を利用して
入浴者Ａに伝達し、入浴方法を案内するためのプログラムである。
　また、この入浴者案内プログラム２５は、例えば複数の入浴者Ａ…がいる場合に、予め
設定した順番に沿って入浴者Ａごとに案内するように設定されている。
　入浴者Ａごとに案内する時は、複数の入浴者Ａの個々のＩＤデータ２ａが使用され、入
浴者Ａが複数であっても入浴者Ａごとに識別することができる。これによって、入浴者Ａ
ごとの健康状態や入浴履歴を管理できるだけでなく、このように複数の入浴者Ａがいる場
合でも個々を識別できる。
　なお、図示はしないが、例えば、浴室内に人感センサを設けたり、順番が先の入浴者Ａ
が入浴終了したことを制御手段１１に知らせるための押しボタンなどを設けるようにして
も良い。
【００５２】
　入浴環境調整プログラム２６は、前記給湯器４に備えられた湯温検出手段および水位検
出手段によって検出された湯温検出結果および水位検出結果に基づいて入浴環境を調整す
るためのものである。
　また、この入浴環境調整プログラム２６は、図５に示すように、浴槽３の湯量を復元す
るためにお湯を供給したり、湯温を復元するために追炊きしたりするための復元設定プロ
グラム２３ａと、浴槽３内のお湯を排水するための排水設定プログラム２６ｂと、浴室の
温度を調整するための浴室温度設定プログラム２６ｃとから構成されている。
【００５３】
　前記復元設定プログラム２６ａは、浴槽３の湯量を復元すべく浴槽３に湯はりするに際
し、入浴方法が「通常入浴」の場合に湯量を多くするとともに湯温を通常に設定し、入浴
方法が「半身浴」の場合に湯量を中量にするとともに湯温を通常に設定し、入浴方法が「
足湯」の場合に湯量を少量にするとともに湯温を高めに設定するためのプログラムである
。また、給湯器４の追炊き機能によって湯温を復元するためのプログラムである。
　なお、この復元設定プログラム２６ａの湯量の各設定「多」「中」「少」は、前記湯は
り設定プログラム２３ａと同じく、水位を基に決定されているものとする。
【００５４】
　前記排水設定プログラム２６ｂは、複数の入浴者Ａ…が湯量の多い入浴方法の順に入浴
する際に、浴槽３内のお湯を排水して調整するためのプログラムである。
　順番が先の入浴者Ａの入浴方法が「通常入浴」であって後の入浴者Ａの入浴方法が「半
身浴」である場合に、湯量を中量にするとともに湯温を通常に設定する。また、順番が先
の入浴者Ａの入浴方法が「通常入浴」であって後の入浴者Ａの入浴方法が「足湯」である
場合に、湯量を少量にするとともに湯温を高めに設定する。また、順番が先の入浴者Ａの
入浴方法が「半身浴」であって後の入浴者Ａの入浴方法が「足湯」である場合に、湯量を
中量から少量にするとともに湯温を高めに設定する。
【００５５】
　浴室温度設定プログラム２６ｃは、入浴者Ａが入浴中に浴室の温度を調整するに際し、
前記浴室暖房機５を稼動させて、入浴方法が「通常入浴」の場合に浴室温度を通常に設定
し、入浴方法が「半身浴」の場合に浴室温度を通常に設定し、入浴方法が「足湯」の場合
に浴室温度を高めに設定するためのプログラムである。
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　また、入浴者Ａの入浴中、例えばお湯を使いすぎるなどして浴槽３内のお湯が減ってし
まった際（湯量減少時）に、浴槽３内のお湯が冷めにくくなるように浴室温度を高めに設
定するプログラムである。
【００５６】
　以上のような入浴方法アドバイスシステムによれば、前記生体センサ２と、前記入浴方
法選択プログラム２２等を含むアドバイスモニタ１とによって、入浴を希望する住人の生
体情報を考慮し、健康状態に合わせた入浴方法をアドバイスできる。
　なお、以上のようなアドバイスモニタ１には、例えば生体情報の入力や、入浴環境形成
に係る設定、入浴後滞在スペースの温度調整に係る設定、入浴環境調整に係る設定等の各
種設定、その他データの入力等を行えるコントローラ（図示せず）を設けるようにしても
よい。これによって、各種データを直接入力することができるとともに、各種設定を直接
操作することができる。
　また、アドバイスモニタ１への生体情報データの入力を毎日行うようにし、このコント
ローラを操作して毎日の健康状態をチェックできるようにしてもよい。
【００５７】
　次に、以上のような入浴方法アドバイスシステムを用いて入浴者Ａに最適な入浴方法の
アドバイスを行う方法と、入浴者Ａの入浴行動の流れについて説明する。
　なお、入浴者Ａは、前記生体センサ２を普段から身に付けておき、１日を通して生体情
報を検出しているものとする。ただし、これに限るものではなく、入浴行動を行う直前（
ステップ１の直前）にだけ、生体情報を検出するようにしてもよい。
【００５８】
　図１および図３に示すように、入浴を希望する時に、まず、入浴者Ａは生体センサ２を
操作して、生体情報データをアドバイスモニタ１へと送信して入力する（ステップＳ１）
。
　続いて、アドバイスモニタ１の制御手段１０と前記健康状態判定プログラム２１とによ
って、受信した生体情報データから入浴者Ａの健康状態を判定する（ステップＳ２）。
　この健康状態判定手段による判定結果が「入浴可」である場合は次のステップＳ３へと
進むことになるが、「入浴不可」である場合は、入浴者Ａの入浴行動はこのステップＳ２
で終了となる。
【００５９】
　続いて、前記制御手段１０と入浴方法選択プログラム２２とによって、健康状態の判定
結果と、浴室および脱衣室の温度等の環境情報データとに基づいて、入浴者Ａの入浴方法
を選択する。
　そして、入浴者Ａの入浴方法が「通常入浴」であれば次のステップＳ４へと進み、「半
身浴」であれば次のステップＳ５へと進み、「足湯」であれば次のステップＳ６へと進む
。
【００６０】
　以下、入浴者Ａの入浴方法が「通常入浴」と選択された場合について説明する。
　ステップＳ４では、入浴方法選択手段によって選択された入浴方法が「通常入浴」であ
ったことを、報知手段１２によって入浴者Ａに報知する。
　続いて、前記制御手段１０と入浴環境形成手段２３とによって、「通常入浴」の場合の
入浴環境を形成する（ステップＳ７）。
　この入浴環境を形成するステップＳ７は、詳細には、以下のステップＳ１０～Ｓ１２で
構成されている。
　まず、図２および図４に示すように、湯はり設定プログラム２３ａに従って、給湯器４
を、湯量を多くするとともに湯温を通常に設定した状態で、浴槽３にお湯を供給する（ス
テップＳ１０）。
　また、浴室温度設定プログラム２３ｂに従って、浴室暖房機５を稼動させ、浴室温度が
通常になるまで浴室内を暖房する（ステップＳ１１）。さらに、脱衣室温度設定プログラ
ム２３ｃに従って、脱衣室暖房機６を稼動させ、脱衣室温度が通常になるまで脱衣室内を
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暖房する（ステップＳ１２）。なお、本実施の形態においては、脱衣室の温度が設定値以
下であって脱衣室よりも浴室の方が温度が低い場合とし、脱衣室温度を通常に設定する。
【００６１】
　なお、入浴環境を形成するステップＳ７は、これらステップＳ１０，Ｓ１１，Ｓ１２を
順番に行うだけではなく、湯はりのステップＳ１０の後に、脱衣室温度調整のステップＳ
１２へと進んでも良いし、湯はりのステップＳ１０だけで終了しても良いし、浴室温度調
整のステップＳ１１の後に終了しても良い。
　すなわち、例えば冬場のように寒い日は、浴室の温度も脱衣室の温度も低いため、双方
とも暖房する必要があるが、夏場は双方とも暖房が必要ない場合もある。また、例えば子
供のように、血圧の急激な変動に起因する入浴事故のリスクが極めて少ない場合もある。
したがって、この入浴環境を形成するステップＳ７では、少なくとも湯はり（ステップＳ
１０）が行えるようになっており、必要に応じて、ステップＳ１１とステップＳ１２を行
えるようになっている。
【００６２】
　続いて、この入浴環境を形成するステップＳ７が進むのに応じて、前記制御手段１０と
入浴後滞在スペース温度調整プログラム２４とによって、入浴後滞在スペース用エアコン
７を稼動させ、入浴者Ａが入浴後に滞在するスペースの温度を調整する（ステップＳ１３
）。
　また、前記入浴環境を形成するステップＳ７が終了した後は、前記制御手段１０と報知
手段１２と入浴者案内プログラム２５とによって、入浴者Ａを入浴を開始するように案内
する（ステップＳ１４）。
【００６３】
　続いて、入浴者Ａは入浴を開始する（ステップＳ１７）。なお、入浴中は、前記制御手
段１０と入浴環境調整プログラム２６とによって、給湯器４および排水栓、浴室暖房機４
を適宜稼動させて、入浴環境を調整する（ステップＳ１７ａ）。
　すなわち、入浴中に浴槽３内のお湯が減った場合は、前記復元設定プログラム２６ａを
実行して湯量を元に戻すように調整する。また、このようにお湯が減った場合は、前記浴
室温度設定プログラム２６ｃを実行して浴槽３内のお湯が冷めにくくなるように浴室温度
を高めに調整する。これにより、浴槽３内のお湯の保温効果を高めることができる。
　なお、浴槽３内のお湯があまり減少せず、浴室内の温度も暖かい場合などでは、入浴環
境を調整する必要がない。そのような場合は、入浴環境を調整するステップＳ１７ａを経
由せずに、次のステップへと進むようにする。
【００６４】
　次のステップＳ２０は、入浴者Ａの入浴が終了したことを示しており、入浴を終了した
入浴者Ａは、次のステップＳ２１で、入浴後滞在スペースへと移動する。
　以上のようにして入浴方法アドバイス方法を含む入浴者Ａによる「通常入浴」の入浴行
動が行われる。
【００６５】
　前記入浴方法選択手段によって選択された入浴方法が「半身浴」である場合も同様に、
　ステップＳ５で、入浴方法選択手段によって選択された入浴方法が「半身浴」であった
ことを、報知手段１２によって入浴者Ａに報知する。
　続いて、前記制御手段１０と入浴環境形成手段２３とによって、「半身浴」の場合の入
浴環境を形成する（ステップＳ８）。
　この入浴環境を形成するステップＳ８も、図４に示すステップＳ１０～Ｓ１２で構成さ
れている。すなわち、少なくとも湯はり（ステップＳ１０）が行えるようになっており、
必要に応じて、ステップＳ１１とステップＳ１２を行えるようになっている。
【００６６】
　続いて、入浴後滞在スペースの温度を調整する（ステップＳ１３）。
　また、前記入浴環境を形成するステップＳ８が終了した後は、前記制御手段１０と報知
手段１２と入浴者案内プログラム２５とによって、入浴者Ａを入浴を開始するように案内
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する（ステップＳ１５）。
【００６７】
　続いて、入浴者Ａは入浴を開始する（ステップＳ１８）。なお、入浴中は、前記制御手
段１０と入浴環境調整プログラム２６とによって、給湯器４および排水栓、浴室暖房機４
を適宜稼動させて、入浴環境を調整する（ステップＳ１８ａ）。
　すなわち、入浴中に浴槽３内のお湯が減った場合は、前記復元設定プログラム２６ａを
実行して湯量を元に戻すように調整する。また、このようにお湯が減った場合は、前記浴
室温度設定プログラム２６ｃを実行して浴槽３内のお湯が冷めにくくなるように浴室温度
を高めに調整する。これにより、浴槽３内のお湯の保温効果を高めることができる。
　なお、入浴環境を調整する必要がない場合は、入浴環境を調整するステップＳ１８ａを
経由せずに、次のステップへと進み、入浴を終了する（ステップＳ２０）。
【００６８】
　前記入浴方法選択手段によって選択された入浴方法が「足湯」である場合も同様に、　
ステップＳ６で、入浴方法選択手段によって選択された入浴方法が「足湯」であったこと
を、報知手段１２によって入浴者Ａに報知する。
　続いて、前記制御手段１０と入浴環境形成手段２３とによって、「足湯」の場合の入浴
環境を形成する（ステップＳ９）。
　この入浴環境を形成するステップＳ９も、図４に示すステップＳ１０～Ｓ１２で構成さ
れている。すなわち、少なくとも湯はり（ステップＳ１０）が行えるようになっており、
必要に応じて、ステップＳ１１とステップＳ１２を行えるようになっている。
【００６９】
　続いて、入浴後滞在スペースの温度を調整する（ステップＳ１３）。
　また、前記入浴環境を形成するステップＳ９が終了した後は、前記制御手段１０と報知
手段１２と入浴者案内プログラム２５とによって、入浴者Ａを入浴を開始するように案内
する（ステップＳ１６）。
【００７０】
　続いて、入浴者Ａは入浴を開始する（ステップＳ１９）。なお、入浴中は、前記制御手
段１０と入浴環境調整プログラム２６とによって、給湯器４および排水栓、浴室暖房機４
を適宜稼動させて、入浴環境を調整する（ステップＳ１９ａ）。
　すなわち、入浴中に浴槽３内のお湯がぬるくなってきた場合は、前記復元設定プログラ
ム２６ａを実行して湯温を元に戻すように調整する（追炊き）。特に足湯の場合は、通常
入浴および半身浴の場合に比して湯量が少ないので冷めやすい。この時、この入浴環境調
整手段によって、足湯用のお湯を冷めにくくし、保温効果を高めることができる。
　なお、入浴環境を調整する必要がない場合は、入浴環境を調整するステップＳ１９ａを
経由せずに、次のステップへと進み、入浴を終了する（ステップＳ２０）。
【００７１】
　次に、複数の入浴者Ａ…がいる場合の入浴行動の流れについて説明する。
　まず、複数の入浴者Ａ…は、それぞれ生体センサ２から生体情報データをアドバイスモ
ニタ１に送信して入力する。
　このように入力された生体情報データは、この生体情報データに組み込まれたＩＤデー
タ２ａによって個人個人を識別できるようになっている。したがって、複数の入浴者Ａ…
は、それぞれ入浴方法を選択されて報知される。
【００７２】
　このように湯はり前に複数の入浴者Ａ…の入浴方法を選択しておき、その後、これら複
数の入浴者Ａ…の入浴順を決定する。入浴順は、浴槽３に供給される湯量の多い入浴方法
の順か、もしくは、浴槽３に供給される湯量の少ない入浴方法の順のうち、いずれかの選
択肢から選択決定する。
　なお、このような入浴順については、予め多い順か少ない順かをプログラムとしてシス
テム内に組み込んでおき、入浴者Ａがその場で入浴順を決める手間を省くようにしてもよ
い。入浴者Ａがその場で入浴順を決める際は、アドバイスモニタ１にはコントローラが設
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けられて、入浴者Ａの操作によって、複数の入浴者Ａ…の入浴順を決定する。
【００７３】
　以下、浴槽に供給される湯量の少ない入浴方法の順に、入浴順を決定し、この入浴順に
従って入浴者を案内する場合について説明する。なお、複数の入浴者Ａ…は３人とし、こ
の３人が足湯と半身浴と通常入浴を順番に行うものとする。
　まず、前記入浴環境形成手段によって、足湯の場合の入浴環境を形成する（ステップＳ
９）。続いて、入浴後滞在スペースの温度調整を行い（ステップＳ１３）、１番目の入浴
者Ａを、入浴行動を開始するように案内する（ステップＳ１６）。
　１番目の入浴者Ａは、足湯の入浴方法による入浴を開始し（ステップＳ１９）、必要に
応じて入浴環境を調整する（ステップ１９ａ）。
【００７４】
　そして、１番目の入浴者Ａの入浴が終了した後（ステップＳ２０）、２番目の入浴者Ａ
の入浴方法は半身浴であるため、半身浴用の入浴環境となるように給湯器４等を稼動させ
て、入浴環境を調整する（ステップＳ１８ａ）。
　半身浴の入浴環境が整ったら、２番目の入浴者Ａを、入浴行動を開始するように案内す
る（ステップＳ１５）。
　２番目の入浴者Ａは、半身浴の入浴方法による入浴を開始し（ステップ１８）、必要に
応じて入浴環境を調整する（ステップ１８ａ）。
【００７５】
　そして、２番目の入浴者Ａの入浴が終了した後（ステップＳ２０）、３番目の入浴者Ａ
の入浴方法は通常入浴であるため、通常入浴用の入浴環境となるように給湯器４等を稼動
させて、入浴環境を調整する（ステップＳ１７ａ）。
　通常入浴の入浴環境が整ったら、３番目の入浴者Ａを、入浴行動を開始するように案内
する（ステップＳ１４）。
　３番目の入浴者Ａは、通常入浴の入浴方法による入浴を開始し（ステップ１７）、必要
に応じて入浴環境を調整する（ステップ１７ａ）。
　そして、３番目の入浴者Ａの入浴が終了し（ステップＳ２０）、複数の入浴者Ａ…がい
る場合の入浴行動が終了する。
　なお、本実施の形態において、入浴者Ａの入浴が終了した後に行われる入浴環境の調整
ステップ（ステップＳ１７ａ，Ｓ１８ａ，Ｓ１９ａ）は、上述のように浴室内に設ける人
感センサ（図示せず）を用い、この人感センサからの入浴者不在信号を受信したアドバイ
スモニタ１によって行われるものとする。
【００７６】
　そして、以上のように徐々にお湯の量を増やすことで複数の入浴者Ａ…に対応すること
ができるので、効率よくお湯を使用することができる。
　また、浴槽３に供給される湯量の多い入浴方法の順に、複数の入浴者Ａ…の入浴順を決
定し、この入浴順に従って入浴者Ａを案内する場合も、徐々にお湯の量を減らすことで複
数の入浴者Ａ…に対応することができるので、効率よくお湯を使用することができる。
【００７７】
　なお、ステップＳ２で健康状態の判定結果が「入浴可」とされ、さらに、アドバイスモ
ニタ１に格納された入浴者Ａの入浴履歴データ３２を考慮して所定期間以上の入浴がない
と判断された場合、この入浴者Ａの入浴方法は、入浴方法選択手段によって通常入浴が選
択される。所定期間としては例えば前回の入浴から３日、５日、７日…などとし、予めシ
ステム内に組み込んでおくようにする。
　また、前記生体センサ２の送信手段を定期的に自動送信するような設定としておけば、
どれだけの期間、入浴を行っていないかを正確に把握できるので好ましい。
　そして、このように所定期間以上の入浴がないと判断された場合には、アドバイスモニ
タ１によって通常入浴の入浴方法を選択されるので、入浴しない日が続くことを防ぐこと
ができ、入浴者Ａの身体を清潔に保つことができるようになっている。
【００７８】



(15) JP 2011-239924 A 2011.12.1

10

20

　本実施の形態によれば、アドバイスモニタ１によって、入力された生体情報データと、
浴室および脱衣室を含む住宅内の温度や湿度等の入浴環境情報とに基づいて、通常入浴・
半身浴・足湯のいずれか一つの入浴方法を選択し、選択された入浴方法を入浴者Ａに対し
て報知するので、入浴を希望する住人の生体情報を考慮し、健康状態に合わせた入浴方法
をアドバイスできる。これによって、身体の清潔・心身のリフレッシュのための入浴を日
常的に、かつ健康状態に合わせて安全に行うことができるので、入浴者Ａの健康状態の維
持・向上に寄与することができる。
【符号の説明】
【００７９】
Ａ　入浴者
１　アドバイスモニタ
２　生体センサ
３　浴槽
４　給湯器
５　浴室暖房機
６　脱衣室暖房機
１０　制御装置
１１　記憶手段
１２　報知手段
１３　受信手段
２０　プログラム記憶部
２２　入浴方法選択プログラム
２３　入浴環境形成プログラム
３０　データ記憶部

【図１】 【図２】
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